
Gunma Prefectura l Educat ion Center

群馬県総合教育センター －No.23－
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５ 幼保こ小連携・接続に関する調査研究 6
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＊編集後記＊
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「ぐんま教育フェスタ」 令和２年２月１日(土) 開催！

「新たな時代の幕開け 未来を拓く学びの提案」
「ぐんま教育フェスタ」は、教育の質の向上につながる講演・研究成果の発表・表彰等を通して、

次代を担う子供たちの確かな学力、豊かな人間性、健やかな体の育成に必要な最新の情報を発信し、

群馬県の教育の在り方について考える催しです。

催 し 内 容 時 間

オープニング・ ○オープニング 9:20～10:00
ぐんま教育賞表彰式 ○ぐんま教育賞表彰式（「杉の子賞」入賞者表彰）

研究発表 ○研究概要展示 10:00～15:45

（長期研修員・長期社会体験研修員・特別研修員）

○研究発表 ①10:10～10:40

（長期研修員・長期社会体験研修員） ②10:50～11:20

③11:30～12:00

特別講演 ○演題「真の国際人を育てるために」 14:00～15:30

講師：ピーター・フランクル 氏

英語を勉強して話せるようになったからと

いって、国際人になれるわけではない。語学

にたけ（大学で講義できる程度に話せる言葉

は12ヵ国語）、110ヵ国以上を訪問しているピ

ーター・フランクル氏に、真の国際人を育て

るために必要なことについてご講演いただき

ます。

参加者体験・ ○「校旗を作ろうプロジェクト」展示 10:00～15:45

展示 ○「統計グラフ群馬県コンクール」作品展示

○「スポーツするえほん」の世界

・絵本の展示と紹介

・講演・ワークショップ(12:10～13:50）

○特別支援学校の作業学習製品展示販売 10:30～12:30

○在外教育施設の紹介及び相談会

○専門高校による「そば打ち体験」

○小学校プログラミング教育の教材体験 12:10～13:50

○最新ＩＣＴガジェット（ＶＲ）の体験

○障害者スポーツの紹介・プチ体験

「特別講演」には、事前申込みが必要です。

令和２年１月２１日までにFax又はWebでお申し込みください。

詳しくは、Ｗｅｂページをご確認ください。【http://www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=271】

開催日時 令和２年２月１日（土）９：２０～１５：４５（受付 ９：００～）
※上記の時間内で自由に出入りできます。

会 場 群馬県総合教育センター 伊勢崎市今泉町一丁目２３３番地２

http://www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=271
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教育研修員研修の紹介

教育の今日的課題の解決や実践的指導力の向上を目指した研修を通して、教員の資質向上を図るとと

もに、本県幼児、児童生徒の学力向上と健全育成に資することを目的としています。

【目的】 本県の教育課題を踏まえた研修を通して、実践的な指導力や助言力を高めるとともに、研究

協力校や地域の中核として指導的な役割を担うことのできる人材を育成します。

【内容】 ○国の動向や県教育委員会の指導方針を踏まえて、教育課題の解決に向けた研究及び研修を

行います。

○研究協力校等の校内研修に積極的に参画し、実践的な指導力や助言力を高めます。

○小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の教諭（１８名）が、各教科、道徳、特別活動、

特別支援教育、生徒指導・教育相談、小学校プログラミング教育、高校教育の改善について

研究をします。

【研修員のコメント】

長期研修員

「高校教育の改善」という大きなテーマの下、研修に励んでいます。

長期研修員として学校を離れ、総合教育センターで過ごす日々は新発見の

連続です。論文や文献、先進的な取組事例など学校にいるときは知り得な

かったことが多く、とても勉強になっています。知り得た情報はぐんま高

校教育新聞でその都度発信していきます。少しでも多くの先生方の力にな

れるように頑張ります。

県立沼田高等学校 池田成宏

小学校プログラミング教育チームで研究を進めています。私は、プログ

ラミング的思考を育む算数科の指導の工夫について研究しています。先行

事例が少ないので、試行錯誤しながら研究を進めています。チームとして

の授業実践を基に、教科指導におけるプログラミング的思考を育む新たな

授業を提案します。 昭和村立大河原小学校 中嶋香織

中学校国語科で研究を進めています。「聞くこと」の領域で指導と評価の

一体化を目指したパフォーマンス評価を研究しています。悪戦苦闘の毎日

ですが、少しずつ前進できていると信じて日々を過ごしています。この研

究が何かの役に立てばいいなと思っています。

館林市立第一中学校 松元崇敏
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長期社会体験研修では、一年間、県内の企業において業務に取り組み、各企業の組織運営や人材育成

などについて研修を行っています。また、キャリア教育を推進するための授業を構想し、研究協力校に

おいて実践しました。今年度は７名（小学校３名、中学校１名、高校３名）が各企業で研修しています。

【目的】 授業・保育実践を通して、教科等の指導力を高めるとともに、研究協力校・園や地域におい

て指導的な役割を担うことのできる人材を育成します。

【内容】 ◯幼児、児童生徒の実態に応じた授業・保育実践を通して、指導方法や評価方法の改善に資

する研究及び研修を行います。

◯積極的に授業・保育公開を行い、教職員の教科等の指導力向上に寄与します。

教育研修員研修の成果については、「ぐんま教育フェスタ」で発表します。是非ご覧ください。

教育研修員の過去の報告書はこちら【http://www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=192】

群馬ヤクルト販売株式会社の人材開発部に所属し、従事者育成に関わる各

種研修を中心に取り組んでいます。社員が共通の意識をもつことで大きな

成果を上げた群馬ヤクルトの取組をヒントに、学校目標を達成するために

委員会活動を工夫し、児童が主体的に取り組めるプロジェクトを考える授

業を実践しました。 高崎市立乗附小学校 柳田 修平

長期社会体験研修員

有限会社農園星ノ環において、主に露地野菜の育成と収穫に携わっていま

す。将来的展望を見据え、会社組織と個人の成長を社員全員が自覚して農業

に従事しています。研究協力校では、生徒が職場体験学習を通して得たこと

と、星ノ環で働く海外研修生の姿から、働くことの意義と、自分自身の今後

の生き方を考える授業を実践しました。 沼田市立沼田中学校 原 新

株式会社ＳＵＢＡＲＵの人事部人事課人材開発係に所属し、自動車部門で

の人材教育プログラムの企画・運営に携わっています。自動車を生産するた

めには、多くの工程があり、各工程で責任をもって製造しています。品質の

維持は、個々の与えられた役割を果たすことで成り立っています。生徒がこ

の責任を果たすために必要な能力に気付き、充実した高校生活を送れること

を目標として授業実践をしました。 県立藤岡工業高等学校 坂巻 康夫

講義・演習等を通して、最新の教育情報の収集
を行うことができます。

模擬授業や協議を通して、授業・保育等の
改善のための方策を提案します。

特別研修員

【研修員のコメント】
・講義や演習、協議等を通して、スキルアップにつながりました。

・校種や専門性の異なる様々な教員と交流ができ、授業構想について客観的に捉え直すことができました。

・研修で学んだことを生かし、若手教員へのアプローチを積極的に行うようになりました。

http://www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=192
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小学校プログラミング教育の実施に向けて

来年度から、小学校ではプログラミング教育が実施となります。当センターでは、「小学校プログラ

ミング教育研修講座」として、７月に授業体験を含む実習や、講義・演習を行いました。

研修講座で行った授業体験の内容を紹介します。

７月29日（第１日目）小学校プログラミング教育研修講座
○実習「プログラミング教育の授業体験（基本編）」

次の内容の授業体験や実習をしました。

・算数科授業「整数の性質」 ・理科授業「電気の性質とその利用」

・アンプラグド教材 ・ロボット教材 ・理科の実験教材

ここでは、二つの授業体験について、紹介します。

・算数科 第５学年「整数の性質」

公倍数を判別するプログラミングを通し

て、公倍数、最小公倍数の性質の理解を深

める内容で行いました。

ある整数が６と９の公倍数であるかのプ

ログラムを作成しました。また、全体に説

明する場面で共有をして、見付け方を考え ビジュアル

ました。 プログラミングの体験

・理科 第６学年「電気の性質とその利用」

プログラミングの体験を通して、身の回

りで電気を効率的に利用するために、セン

サーやプログラムが活用されていることへ

目を向けさせる内容で行いました。

実際に点灯や消灯をさせるなどのプログ

ラムを作成し、光センサーを使って街灯を

作りました。また、プログラムの仕組みを

発表し、身の回りで使われているセンサー 小型コンピュータ

について考えました。 ボードの体験

受講者の声

・算数科では、プログラミングの体験に必要なブロックの事前準備が必要だと分かった。

・理科では、小型コンピューターボードを活用した具体的な授業を知ることができた。

１１月２９日（第２日目）の講座では、算数科や理科の他に、国語科や図画工作科の実践例を紹介し

ます。
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特別支援教育における「学びの連続性」

特別支援学校学習指導要領改訂のポイントとして、「学びの連続性を重視した対応」が示されました。

１ 教科指導における学びの連続性

２ 多様な学びの場の連続性

個別の教育的ニーズのある子供に対して、その教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供するため

の「学びの場」を用意することが必要です。

特別支援学校学習指導要領の改訂によって、

① 小学校と特別支援学校小学部・中学部といった、異校

種間における学びの連続性を確保できる。

② 小学校の特別支援学級から知的障害特別支援学校中学

部へ入学など、進級や進学に伴う学びの連続性を確保で

きる。

③ 指導内容の系統性や指導の順序性を踏まえ、長期の展

望に立って指導内容を組織することにより、系統的な学

びを保障できる。

→ そのためには、子供の認知の水準、習得状況や既習事

項を適切に把握して、個別の指導計画を作成し、活用す

ることが求められる。

【特別支援教育充実研修講座より】

講義「特別支援学級における学びの連続性を踏まえた教科指導」

講師 県立しろがね特別支援学校 校長 髙橋 玲 先生

１
年
に
関
連

２
年
に
関
連

３
年
に
関
連

４
年
に
関
連

５
年
に
関
連

６
年
に
関
連

Ａ数と計算 ● ● ●

Ｂ図形 ● ●

Ｃ変化の関係 ●

Ｄデータの活用 ● ●

Ａ数と計算 ● ●

Ｂ図形 ●

Ｃ測定 ● ●

Ｄデータの活用 ●

Ａ数と計算 ●

Ｂ図形 ● ●

Ｃ測定 ● ●

Ｄデータの活用 ●

Ａ数と計算 ● ●

Ｂ図形 ●

Ｃ測定 ●

Ｄデータの活用 ●

Ａ数量の基礎 ●

Ｂ数と計算 ●

Ｃ図形 ●

Ｄ測定 ●

知的障害特別支援学校小学部算数科・中学部数学科における内容配列

特
別
支
援
学
校

の
み
に
示
す
内
容

小学校学習指導要領

１
段
階

１
段
階

２
段
階

３
段
階

小
学
部

２
段
階

中
学
部

「学び」は、障害のあるなし、校種、学ぶ場などの違いによって、はっ

きり分かれるものではなく、つながっています。「学びの連続性」を保障

することが大切です。

特別支援学校学習指導要領では、教科の連続性や関連性、内容の系統

性、小学校との関連を重視し、整理をしています。

障害のある者とない者が共に学ぶ「インクルーシブ教育システム」

個別の教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供できる，多様で柔軟な仕組みを整備

連続性のある「多様な学びの場」

〇児童生徒の状態や特性及び発達の程度

等を踏まえて、必要のある時、又は可

能になり次第、学びの場を柔軟に選択

〇特別支援学校の教育課程と、幼稚園、

小・中・高等学校の教育課程との連続

性を重視

（中教審分科会報告より）
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幼保こ小連携・接続に関する調査研究

～夕やけ保育研修会の報告～

幼児教育センターは、平成２９年度より「幼保こ小連携・接続に関する調査研究」を行っています。

〇平成２９年度：アンケート作成、実施、集計

〇平成３０年度：アンケート結果報告（幼児教育センターだより３３号）

幼保こ小連携・接続に関する提案（幼児教育センターだより臨時号）

〇令和元年度 ：幼保こ小連携・接続に関する提案に基づいた夕やけ保育研修会の実施

今回は、今年度実施した夕やけ保育研修会の報告をいたします。

「接続期の教育課程を考える」 高崎健康福祉大学教職支援センター 髙梨 珪子 氏

〇渋川市 ★参加者の声★＜幼稚園・認定こども園・保育所等＞

７月１７日（水） ・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、レベルが高く、どう捉えた

参加者 ８４名 らよいか分からなかったが、部分的に見取っていく感覚が理解できた。

〇桐生市 ・「修了時の姿」を作成することで、小学校との接続がスムーズにでき、子

７月２９日（月） 供自身が過ごしやすい環境になることが分かった。

参加者 ５４名 ★参加者の声★＜小学校＞

〇甘楽町 ・「修了時の姿」を小学校に送付してもらい、活用することで、小学校での

８月６日（火） よいスタートが切れるようになると感じた。

参加者 ４０名 ・「修了時の姿」の具体的な内容を見せていただき、細かい心情なども読み

〇沼田市 取れるものであることがよく分かった。また、園で細かい指導を行ってい

１１月１３日（水） ることが分かり、小学校での指導に生かしたいと感じた。

参加者 ５７名 ・「修了時の姿」を１年担任の学級経営や授業の参考にすることができた。

「『幼保こ小の連携･接続』の充実が子どもの未来を支える」 日本大学 准教授 田中 謙 氏

〇高崎市 ★参加者の声★＜幼稚園・認定こども園・保育所等＞

８月１９日（月） ・「１０の姿」に当てはめるＰＤＣＡを園内研修で行っているが、「姿を当て

参加者 ２６名 はめる」評価ではないという話を聞くことができてよかった。

★参加者の声★＜小学校＞

・今年初めて１年生を担任し手探り状態だった。発達に課題のある子供も多

く、連携･接続の難しさを感じていたので、今回の研修会は興味深かった。

「写真から読み取る幼児の姿と学び」 群馬パース大学福祉専門学校 講師 田子 文子 氏

〇館林市 ★参加者の声★＜幼稚園・認定こども園・保育所等、小学校＞

９月２日（月） ・一枚の写真から、幼児の思いや育ち、教師の関わり、見取り、環境の在り

参加者 ３３名 方など、様々なことを振り返ったり共有したりできることが分かった。

〇長野原町 ・教師の視点、幼児の視点の両面から捉えることで、幼児の育ちが見え、保

１０月９日（水） 育の見直しにもつながると感じた。

参加者 ３３名 ・写真一枚で、子供についての理解だけでなく、保育者同士の語り合いのき

っかけにつながるということを学んだ。園でも取り入れたい。

幼児教育センターでは、来年度以降も、夕やけ保育研修会で幼保こ小連携・接続に関する研修を企画

していく予定です。

ご不明な点は電話又はメールでお問い合わせください。

ＴＥＬ 0270-26-9203（幼児教育センター直通） E-mail youji@edu-g.gsn.ed.jp

※詳しくは、Ｗｅｂページをご覧ください。【 http://www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=74 】

http://www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=74
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教育相談技術認定について

教育相談技術認定制度は、昭和４３年に創設され、半世紀となる歴史をもつ群馬県独自のものです。

様々な課題や悩みを抱える子供たちや保護者との関わりにおいて、教育相談の考えを学んで信頼関

係づくりに生かしていきませんか。

教育相談技術認定には、初級、中級、上級があります。

○初級・・・生徒指導・教育相談の基礎的な理論・技術を習得している人

○中級・・・基礎を踏まえて専門的な理論・技術を習得している人

○上級・・・生徒指導・教育相談を校内の指導的立場で実践をしている人

初級、中級では多くの方からの申請があります。中級取得後、指導的立場で活躍されている方々は、

上級取得をぜひ御検討ください。多くの方々の申請をお待ちしています。

令和元年度教育相談技術認定の日程等は以下のとおりです。

令和元年度 群馬県教育研究所連盟 教育相談技術認定
目的

学校（幼稚園、幼保連携型認定こども園を含む）及び教育研究所における教職員の生徒

指導・教育相談技術の向上を図り、もって教育課題の解決に資する。

申請資格

申請資格は、各級の①と②の要件を満たす者とする。

(1) 初級

① 学校又は教育研究所の教職員として２年以上の勤務経験を有する者

② 「教育相談初級研修」をすべて受講している者

(2) 中級

① 初級の認定後、学校又は教育研究所の教職員として３年以上の勤務経験を有する者

② 「教育相談中級研修」をすべて受講している者

(3) 上級

① 中級の認定後、学校又は教育研究所の教職員として３年以上の勤務経験を有する者

② 次のア～ウを合計して３年以上の経験年数を有する者

ア 生徒指導主事、生徒指導主任の経験

イ 教育研究所における相談業務（年間を通して週１回以上行ったもの）の経験

ウ 群馬県総合教育センター及び教育研究所における生徒指導・教育相談研修の講師・指導

助言の経験（年１回以上の経験を年度ごとに１年とする）

申請期間及び締切日

(1) 持参する場合

・ 申請期間 令和元年１２月４日（水）・５日（木）

・ 受付時間 １０:００～１７:００

(2) 郵送する場合

・ 令和元年１２月５日（木）必着

申請書について

申請書は、各教育研究所及び各校・園に配布した実施要項をコピーして使用してください

また、当センターＷｅｂページからもダウンロードすることができます。

【 http://www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=383 】

http://www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=383&nc_session=183uddcpio74fh1tj3584nti91
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＊編集後記＊

早いもので、令和の最初の年も、残すところ一ヶ月あまりとなりました。

各学校・園では、たくさんの行事があった実り多い２学期のまとめの時期となり、大

変お忙しい毎日をお過ごしのことと存じます。

電子版センターだより２３号では、「教育研修員研修の紹介」「小学校プログラミング

教育の実施に向けて」「学びの連続性とは」「幼保こ小連携・接続に関する調査研究」「教

育相談技術認定について」等、各担当係から最新の情報を掲載しました。

これからの教育活動に御活用いただけると幸いです。

また、「ぐんま教育フェスタ 令和２年２月１日（土）開催！」にあたり、今年度の

概要を掲載いたしました。「新たな時代の幕開け 未来を拓く学びの提案」をキャッチ

コピーに、最新の情報を発信いたします。子供たちのために、群馬の教育についてたく

さんの方々と語り合える場となればと思います。

多くのみなさまの御来場を、心よりお待ちしています。

（文責：T.S）

総合教育センターへ来所される方へ

総務係
防寒対策のお願い

冬にかけて、厳しい寒さが予想されます。

当センターでは、適時空調を調整し、来所された方が、快適な環境の中で研修等に

参加できるよう努めております。しかしながら、温度の感じ方には、個人差があり、

暖房を使用していても寒さを感じる場合があります。

研修等でお越しになる際は、温度調節が可能な服装（上着、ひざ掛け等）でお越し

ください。

御理解・御協力をお願いいたします。

交通事故防止に御協力を

教育センター敷地内は、車だけで無く、歩行者の通行もあります。また、教育セン

ター周辺には、団地や住宅地があり、多くの車や歩行者、自転車の通行があります。

特にこれからの時期は、日暮れが早くなり、交通事故の危険性が高くなりますので、

車を運転される際は、交通事故防止に御協力をお願いいたします。
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